
一
、
向
坂
六
郎
五
郎
が
父
、
敵
附
後
れ
の
初

梢
現
様
御
隠
居
の
後
.
駿
河
よ
り
江
戸
の
御
披
へ
被
錆
入
候
時
.
台

抽
出
院
桜
、
本
多
佐
渡
守
友
ど
も
御
前
K
御
座
候
。
相
叫
岩
吉
衆
一
統
K

動
得
し
て
居
巾
鼠
を
御
辺
被
遊
、
此
陀
m
間
在
候
者
北
ハ
、
親
は
定
て
能

御
存
の
者
に
可
有
之
候
俗
共
、
子
供
は
御
見
知
不
被
成
候

m
.一人

々
々
自
分
陀
名
字
を
名
採
候
て、

御
目
見
鈴
致
候
へ

と
被
仰
候
故
.

可
般
小

股
容

迄
も
御
政
背
中
K
庇
が
付
由
候
。
私
よ
み
絡
の
障
に
能
成
候
問
、
必
々

御
菟
紋
下
間
放
出
巾
て
死
被
巾
候
。

拍
官
民
策
医
懸
り
候
は
ん
と
、
被
思
召
候
て
の
儀
と
存
候
。
必
之
仰
赦

菟
被
成
間
放
候
。
若
此
ぽ
a
h

に
針
し
て
御
克
敏
成
候
へ

ば
、
乱
を
上

巾
御
馴
染
紋
、
天
下
の
法
を
御
駐
は
被
成
候
と
有
之
侠
は
ピ
、

後
代

此
外
何
も
巾
都
無
之
山
被
巾
供。

上
級
も
成
程
御
心
得
被
遊
候
。
銀

共
外
願
の
阪
は
無
之
哉
と
被
仰
候

へ
E
も
、
か
桜
花
結
綿
花
被
遊
侠

上
は
、
何
か
あ
る
も
の
に
て
候
哉
と
て、

既
陀
御
立
被
遊
候
時
、
上

級
と
呼
返
し
候
て
被
申
候
は
、
先
程
よ
り
再
三
何
陀
て
も
阪
は
な
き

か
と
御
意
被
成
都
、
只
今
存
候
へ
ば
せ
が
れ
が
郡

E
、
此
ぽ
h

が
臨

様
、
機
現
桜
の
御
保
闘
を
御
盤
不
被
成
侠
て
、
天
干
の
御
政
務
、
人

に
後
指
を
さ
、
れ
ぬ
桜
に
、
常
々
御
油
断
不
被
成
秘
に
と
山
中
有
候
。

七

之
者
と
は
不
存
候
て
申
通
倣
都
.
後
怖
に
存
候
。
最
早
向
後
は
、
務

総
い
た
し
候
と
て
交
を
絶
巾
候
。
共
後
右
の
敵
無
程
致
病
死
候
。
六

郎
五
郎
が
父
無
念
に
存
候
て
ぺ
K
E苦
努
に
い
た
し、
絡
に
筑
間
附
し
て

相
呆
中
候
。
共
時
此
六
郎
五
郎
は
首
裁
に
て
候
。

中
-n
育
ち
申
間
放

と
思
召
候
庭
、
あ
の
様
に
成
崎
山
哉
と
て
御
孫
涙
被
遊
供
。
北
ハ
後
正
被

父
陀
巾
候
は
、
共
方
兄
の
敵
の
事
.
日
比
心
眠也候
て
と
く
と
共
所
主

承
出
巾
候
。
此
上
は
巾
合
候
て
肘
可
小
供
問
、
心
安
く
む
候

へ
と
巾

候
へ
ば
、
六
郎
五
郎
が
父
申
伎
は
、
共
方
左
様
の
心
底
と
不
存
険

τ・

念
比
K
い
た
し
候
。
我
等
兄
の
敵

E
.
北
ハ
方
を
抑制
候
て
打
申
度
所
仔

に
て
.
共
方
と
兄
弟
分
に
成
伎
と
存
候
故
。
左
械
の
比
興
の
心
得
祈

}
人
々
々
山
崎
山
名
一操
巾
候
。
共
時
彼
が
相
棋
は
此
認
の
時
分
、

か
械
の

乎
柄
位
候
、
か
桜
の
武
功
有
之
供
問
.
能
闘
を
懸
て
御
池
被
成
候
へ

ゆ
一
キ

と
、
台
徳
院
様
へ
一
人
々
々
陀
被
仰
候。

共
内
陀
向
坂
六
郎
五
郎
と

巾
者
名
乗
巾
時
分
、
相
官
時
被
思
召
出
候
て
‘
何
も
被
仰
附
都
府同
間
近

く
寄
候
へ
。

将
軍
に
は
い
は
ね
事
に
候
へ
共
、
般
に
御
附
候
へ
。
此

六
郎
五
郎
が
父
何
誌
と
巾
者
・
兄
の
敵
有
之
、
日
関
心
懸
中
供
。
共
山河

若
く
候
て
生
れ
付
吉
よ
く
依
故
、
兄
弟
の
契
約
仕
掛
刊
荷
之
候。

北
ハ兄

分
の
者
、
六
郎
五
郎
が
父
の
敵
の
あ
り
か
承
出
候
て

、
六
郎
五
郎
が

閉
口
の
女
中
を
紋
治
.
酬
明
候
椴
陀
被
仰
付
候
。
此
大
ば
股
月
に
一
一
剛
皮

宛
.
党
た
る
川
W
U
有
之
候
。
大
ば
ん
切
に
め
し
を
幾
つ
も
入
候
て
.
惣

て
六
尺
・
中
間
等
迄
勝
手
へ
召
候
て
、
自
身
右
の
め
し
を

椀
に
盛
候

て
、
幅
拡
舞
巾
都
を
慰
に
被
致
候
。
共
所
へ
不
闘
本
多
佐
渡
守
殿
被
会

炉、都
不
成
候
故
、
右
勘
兵
術
鏑
子
も
.
大
ば
殿
の
子
も
、
流
罪
被
仰

付
候
。
此
大
ば
殿
山
H
女
の
部
、
上
よ
り
結
構
被
仰
付
候
上
K
、
徒
然

に
候
は
ん
と
て
、
毎
月
=
一四
皮
程
も
茶
の
子
を
被
仰
付
候
て
、
御
近

制削

E
可
巾
a

候
。
共
方
も
共
心
得
陀
℃
如
此
巾
も
の
と
存
候
。
閃
剤
耐
は

第
一
共
方
の
嫡
子
何
某
陀
て
供
出
巾
・候
。

共
外
同
開
削
を
不
磁
さ
し
巾

供。
其
内
大
ば
殴
と
て
女
中
有
之
候
。
台
徳
殴
下
へ
乳
主
上
申
人
民
て

候
。
常
々
事
の
外
御
念
域
医
て
、
如
旬
被
遊
候
。

此
女
中
の
子
も
同

類
K
て
候
。
何
と
ぞ
御
宥
免
被
成
度
被
思
召
候
得
共
、
御
法
を
被
杭

世
候
へ
。
共
方
闘
の
事
何
に
も
御
叶
可
被
遊
侠
由

上
官
民
て
御
座

候
。
共
時
大
ば
殿
被
巾
候
は
.
阪
は
何
も
無
之
候
。

ロハ
聞
と
て
は
よ

大
ぽ
殿
臨
絡
に
御
成
被
遊
.
御
児
被
成
被
仰
出
候
は
、
思
の
外
蛸
剛
色

等
も
よ
〈
加
問
問
菅
間
数
候
。
去
共
前
か
ど
に
、
巾
皮
耶
も
候
は
ピ
巾

哉
と
有
候
。

北ハ心
m
w
K
て
は
、
大
都
の
御
政
務
等
陀
あ
づ
か
り
中
郡

無
心
元
山
被
巾
候
へ
ば
、
佐
渡
守
般
も
事
の
外
迷
惑
被
致
候
由
。
此

に
仕
也
候
へ
。

明
日
く
モ
ど
ひ
に
可
仕
と
巾
侠
へ
ば
、
加
左
衛
門
巾

侠
は
.
北
ハ
方
は
掠
々
無
品
工
非
事
を
巾
者
陀
て
候
。
士
た
る
者
誌
を
食

候
て
は
・
い
か
に
し
て
も
忍
ば
れ
ぬ
草
花
て
候。

此
上
は
無
是
非
同

可
観
小

説
程

々
と
札
附
い
た
し
候
俳
北
ハ.
源
左
術
門
巾
候
は
.
士
た
る
も
の
札
問

に
臨
ん
で
、
同
組
酬
を
指
も
の
に
て
は
無
之
と
て
、
如
何
桜
花
致
札
問

候
て
も
二
雪国
も
不
巾
候
。
最
早
手
つ
き
候
故
勘
兵
術
巾
候
は
、
共
分

由
民

τ候
。
そ
れ
故
昔
賎
吉
時
の
事

E
思
ひ
出
し
紋
て
.
か
桜
に
自

身
に
悠
.
只
今
宮
武
K
し
て
も
始
を
不
忘
候
践
を
、
感
じ
は
不
仕
候

て
共
巾
桜
、
相叫
b
k

共
方
に
は
.
掬
八
邸
時
の
都
を
ば
と
〈
民
忘
れ
候

合
-
始
て
見
枇
川
被
巾
侠
て
、
抜
被
巾
候
は
・
つ
ぎ
/
¥
の
女
中
も
多

吉背
中
に
倹
問、

設
ぞ
陀
被
仰
付
候
へ
。
御
自
身
に
御
盛
快
事
.
あ
ま

り
の
亦
の
よ
し
被
巾
候
へ
ば
、
大
ば
殿
.
し
ゃ
く
し
を
切
候
て
‘
佐

渡
守
般
に
向
ひ
被
巾
候
は
、
共
方
が
蹴
る
/
¥
と
人
々
中
除
得枇ハ
、

鹿
設
と
思
ひ
て
居
中
候。

只
今
の
一
言
K
て
、
扱
は
人
の
中
事
怖
は
と

存
候
。
共
方
刻
八
郎
の
時
を
忘
れ
候
哉
。
手
前
の
事
参
州
に
て
賊
在

者
陀
て
件
、
庭
、
不
闘
上
級
へ
乳
主
上
候
故
・
か
桜
花
紡
山
怖
に
遊
し
青

か
れ
候。

そ
の
か
み
三
州
民
て
賎
き
時
分
は
.
五
人
六
人
の
客
へ

め

し
を
振
舞
巾
都
も
不
能
成
候
出
巧

只
今
は
何
人
民
間
制
廻
快
事
も
、
自

六




